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概  要 
 
 
 

 

オフィスの知的生産性を向上させるためには，働きやすいオフィス環境の提供が重要であり，そのためには，オフ

ィスへの要求性能を把握する必要がある．そこで，オフィスワ－カ－のオフィスへの要求性能を把握するために，飛

島建設の社員を対象に評価グリッド法を用いた面接調査を行った．面接調査の結果からオフィスの働きやすさに対す

る評価構造図を作成し，環境要因（音環境，視環境，空気・温熱環境）に該当する項目を抽出した． 
 次に，働きやすさに対する環境要因の重要度を明らかにするためにアンケ－トを実施した．アンケ－ト結果から得

られた322の指摘のうち，環境要因に属するものは146項目であった．そのうち，66項目が音環境，65項目が視環境，

15項目が空気・温熱環境に該当し，オフィスの働きやすさには音環境と視環境が重要であることが分かった． 
 

成  果 
 
 
 

 

 評価グリッド法を用いた面接調査の結果から，管理職，一般社員ともに“作業効率”を重要視していた．加えて，

管理職では，“知識創造”を重要視しているのに対し，一般社員は“疲労低減”や“モチベ－ション”を重要視

していることがわかった（表－１）． 
 アンケ－ト結果から，指摘数の中の音環境，視環境，空気・温熱環境とその他に分類した内訳では，音環境と視

環境の割合が多いことが分かった（図－１）． 
 

 
 
 

 

 

 

図－１ 働きやすさに影響を与える要因の指摘数 

表－１ オフィス空間への要求性能として重要視される項目の抽

出結果
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